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（２）

自
主
的
な

　
町
づ
く
り
へ
の
第
一
歩

久
し
ぶ
り
に
近
所
の
公
園
へ
出
か
け
、「
心
が
ほ
っ
と
暖
か
く
な
る
」
う
れ
し
い
光
景
に
出
会
い
ま

し
た
。
沢
山
の
子
ど
も
達
が
思
い
思
い
の
遊
び
を
し
て
い
る
中
に
、
ひ
と
り
の
大
き
な
男
性
が
仲

間
に
な
っ
て
一
緒
に
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
見
て
い
る
と
、
通
り
す
が
り
の
女
性
が

「
い
つ
も
子
ど
も
達
の
遊
び
相
手
を
し
な
が
ら
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
有
り
難
い
こ

と
で
す
よ
ね
。」
と
の
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
地

域
の
安
全
や
環
境
を
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
人
達
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

町民リポーター
五月女元子さん



（３）広報めいわ　平成２１年１２月１０日

町民リポーター記事

☆
子
ど
も
達
の
遊
び
相
手
と
な
り
・
・
・
・

　
遊
び
を
通
し
て
子
ど
も
達
を
見
守
る
志

賀
　
弘
さ
ん
、
中
野
　
豊
さ
ん
に
お
話
し

を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？

Ａ
自
宅
が
公
園
の
近
く
の
為
、
常
に
子
ど

も
達
の
遊
ぶ
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

そ
ん
な
声
に
つ
ら
れ
も
と
も
と
子
ど
も

好
き
な
性
格
の
よ
う
で
、
す
ぐ
に
仲
良

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

Ｑ
公
園
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
か
？

Ａ
自
由
な
遊
び
の
中
に
も
、
集

団
で
の
ル
ー
ル
を
指
導
し
、

い
つ
で
も
誰
で
も
楽
し
く

遊
べ
る
よ
う
に
気
を
配
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
も

ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
元
気
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
希
望
は
？

Ａ
今
年
は
、
町
よ
り
公
園
整
備

費
が
中
谷
地
区
に
充
て
ら

れ
る
よ
う
で
す
。
新
た
な

遊
具
を
購
入
し
て
整
備
が

行
わ
れ
る
よ
う
で
す
の
で
、

更
に
住
民
に
と
っ
て
憩
い

の
場
と
な
る
よ
う
に
、
時
間

の
ゆ
る
す
限
り
見
守
っ
て

い
き
た
い
で
す
。」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　　
公
園
は
、
子
ど
も
達
に
と
っ

て
、
幼
少
期
の
遊
び
の
中
で
自

然
と
運
動
能
力
を
高
め
、
遊
び
の
ル
ー
ル

を
学
べ
る
大
切
な
場
所
で
す
。
今
後
も
犯

罪
な
ど
生
ま
れ
な
い
町
づ
く
り
に
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
朝
の

通
学
路
に
立
っ
て
・
・
・
・

　
通
学
を
見
守
る
奈
良
　
繁
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
き
っ
か
け
は
？

Ａ
一
人
の
児
童
が
交
通
事
故
に
遭
い
そ
う

に
な
っ
た
の
を
見
て
、
危
険
な
場
所
だ

と
感
じ
交
通
指
導
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
通
学
路
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
伺
っ
た
　１０

月
後
半
。今
朝
も
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

の
ベ
ス
ト
を
着
て
、「
お
は
よ
う
」と
子
ど

も
ひ
と
り
一
人
に
声
を
か
け
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
活
動
も
始
め
て
か
ら
３
年
に
な
る

そ
う
で
す
。今
で
は
子
ど
も
の
ほ
う
か
ら

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
。」と
自
然
に
挨
拶
を
交
わ
せ
る
間
柄
と

な
り
、幸
せ
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　「
自
分
が
朝
の
通
学
路
に
立
つ
こ
と
に

よ
っ
て
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
手
伝
い

が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
も
健
康
に

留
意
し
、無
理
を
せ
ず
に
続
け
て
い
け
れ

ば
幸
せ
で
す
」と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

☆
生
活
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

る
人
達
・
・
・
・

　
中
谷
橋
か
ら
新
堀
川
沿
い
を
北
に
向

か
っ
て
歩
い
て
い
く
と
、
道
路
沿
い
に
色

と
り
ど
り
の
花
々
が
咲
き
競
っ
て
い
る
の

が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
雑
草
対
策

に
と
始
め
た
花
づ
く
り
も
今
で
は
・
・
・

　
中
谷
地
区
の
役
員
さ
ん
、
小
迫
美
代
子

さ
ん
、
三
原
カ
シ
ヱ
さ
ん
、
早
瀬
洋
子
さ

ん
、
石
井
貞
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

Ｑ
き
っ
か
け
は
な
ん
で
し
た
か
？

Ａ
自
分
の
身
近
な
環
境
に
関
心
を
持
っ
た

と
き
、
用
水
路
に
雑
草
が
生
い
茂
っ
て

い
た
の
で
、
そ
の
対
策
に
と
近
所
の
知

り
合
い
の
人
達
と
協
力
し
て
花
植
え
が

始
ま
り
ま
し
た
。

Ｑ
そ
の
後
ど
ん
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た

か
？

Ａ
道
路
沿
い
に
花
が
あ
ふ
れ
、
道
行
く
人

達
か
ら
「
と
て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
ね
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
球
根

や
花
の
苗
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く

だ
さ
る
人
ま
で
現
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
に
 は
と
っ
て
も
う
れ
し
く
幸
せ
な

時
間
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
何
よ
り
も

自
分
自
身
の
ス
ト
レ
ス
の
解
消
や
、
健

康
維
持
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
大

き
な
成
果
で
す
。

【
取
材
を
終
え
て
・
・
・
】

　
普
段
あ
ま
り
知
る
こ
と
の
な
い
色
ん
な

人
達
の
日
常
に
触
れ
、
私
自
身
の
為
に
も

素
晴
ら
し
い
出
会
い
と
な
り
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
が
地
域
の
大
き
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
り
出
し
、
ひ
と
り
一
人

が
自
分
に
合
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
、

時
間
を
作
り
出
し
活
動
す
る
こ
と
が
 、
明

る
く
元
気
な
町
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
く
の
で
し
ょ
う
ね
。



（４）

　
第
８
回
産
業
祭
お
よ
び
第
　
回
健
康
ま
つ

１２

り
が
　
月
１
日
、
第
　
回
文
化
祭
が
　
月
　

１１

１２

１０

３１

日
か
ら
　
月
１
日
に
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場

１１

で
開
催
さ
れ
、
約
６
６
０
０
人
の
来
場
者
が

秋
晴
れ
の
下
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

産
産
業
祭
　

　
役
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
た
産
業
祭
で
は
、

町
内
各
種
団
体
・
企
業
が
約
　
テ
ン
ト
を
出

３０

展
し
、
農
産
物
や
各
種
物
産
の
販
売
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
出
店
者
の
活
気
あ
ふ
れ

る
呼
び
込
み
に
た
く
さ
ん
の
人
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
中
で
も
大
抽
選
会
や
豚
汁
、
お

に
ぎ
り
の
無
料
配
布
に
は
長
い
行
列
が
出
来

る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

産
健
康
ま
つ
り
　

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
健
康
ま
つ
り

で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
脳
年
齢
測
定
や

血
圧
測
定
な
ど
の
健
康
相
談
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
試
食
コ
ー

ナ
ー
や
割
り
箸
を
使
っ
て
の
豆
つ
か
み
コ
ー

ナ
ー
、
ち
び
っ
子
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
メ
タ

リ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
や
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど
に

秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋
ののののののののののののののののののののの
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ををををををををををををををををををををを

秋
の
イ
ベ
ン
ト
を
満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満
喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫

産産
業業
祭祭
・・
文
化
祭
・
健
康
ま
つ

文
化
祭
・
健
康
ま
つ
りり

蔚 鰻
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臼

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

産
文
化
祭
　

　
文
化
祭
は
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
行
わ

れ
、
生
け
花
、
書
道
、
陶
芸
等
の
作
品
の
展

示
に
、
来
場
者
は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ホ
ー
ル
で
は
カ
ラ
オ
ケ
や
芸
能

発
表
な
ど
が
行
わ
れ
、
歌
や
踊
り
の
日
頃
の

練
習
の
成
果
が
披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら

は
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

臼友好交流提携を結ぶ三重県明和町の物産展で乾物類を購

入する来場者 渦生け花の作品を見入る来場者嘘地場産展で

手作り木馬を楽しむ子どもたち唄抽選会で梨を当てた来場

者欝カラオケ発表会で自慢の歌を披露する参加者蔚豆つか

みに挑戦する子どもたち鰻ミニＳＬを楽しむ家族たち

嘘

唄 欝

渦



（６）

○
ね
た
き
り
高
齢
者
等
介
護

飯
塚
か
よ
子
（
千
津
井
）

○
四
世
代
以
上
同
居
家
庭

小
林
正
敏
（
下
江
黒
）

恩
田
治
雄
（
梅
原
）

宮
　
兵
太
郎
・
キ
ク
（
斗
合
田
）

林
　
吉
太
郎
・
利
子
（
上
江
黒
）

加
藤
助
治
・
や
す
（
須
賀
）

落
合
勝
次
・
靜
江
（
須
賀
）

荒
木
義
泉
・
チ
ヨ
（
大
輪
）

村
田
　
勇
・
タ
ケ
（
大
輪
）

渡
邉
市
郎
・
セ
ツ
（
矢
島
）

栗
原
賢
吉
・
つ
や
（
大
佐
貫
）

関
口
登
志
雄
・
ふ
く
子
（
江
口
）

飯
塚
義
長
・
清
子
（
江
口
）

北
島
　
勇
・
久
子
（
田
島
）

青
木
　
實
・
昌
子
（
田
島
）

新
井
德
一
郎
・
富
子
（
田
島
）

大
塚
米
藏
・
光
枝
（
南
大
島
）

木
原
一
好
・
幸
子
（
新
里
）

柴
﨑
勝
正
・
昭
子
（
梅
原
）

関
口
忠
富
士
・
福
枝
（
梅
原
）

野
本
章
吉
・
照
子
（
大
輪
）

須
藤
順
一
・
げ
ん
（
入
ケ
谷
）

大
津
重
德
・
し
ず
（
矢
島
）

石
﨑
榮
一
・
多
喜
子
（
矢
島
）

篠
木
利
男
・
う
め
（
大
佐
貫
）

第
６
回
社
会
福
祉
大
会

金
婚
顕
彰

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
顕
彰

ダイヤモンド婚者の皆さん

町
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
第
６
回
社
会
福
祉
大
会
が
　
月
　
日
、
受
賞
者
な
ど
関
係
者

１１

２０

ら
約
２
５
０
人
が
出
席
し
て
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
福

祉
へ
の
関
心
を
高
め
理
解
と
参
加
意
欲
を
深
め
て
、
夢
や
希
望
に
満
ち
た
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と

づ
く
り
の
推
進
を
目
的
に
隔
年
ご
と
に
開
催
。
大
会
で
は
、
恩
田
町
長
・
折
原
社
会
福
祉
協
議

会
長
か
ら
老
人
扶
養
模
範
家
庭
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
・
顕
彰
・
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。　（
敬
称
略
）

明
和
町
長
表
彰
・
顕

彰
・
感
謝

老
人
扶
養
模
範
家
庭
表
彰

社会福祉事業功労者の皆さん
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関
根
芳
夫
（
矢
島
）

明
和
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

岩
田
明
宏
（
梅
原
）

礒
川
千
秋
（
梅
原
）

坂
上
　
正
（
中
谷
）

宮
澤
公
一
郎
（
須
賀
）

新
井
登
志
雄
（
江
口
）

落
合
明
祐
（
須
賀
）

野
本
和
市
（
千
津
井
）

増
田
清
一
（
上
江
黒
）

石
村
一
雄
（
大
佐
貫
）

岡
安
貞
一
（
南
大
島
）

篠
木
日
出
夫
（
大
佐
貫
）

始
澤
晴
夫
（
梅
原
）

館
林
地
区
交
通
団
体
連
絡
協
議
会

須
永
賢
一
（
江
口
）

秋
山
茂
好
（
江
口
）

山
岸
榮
一
（
千
津
井
）

砂
賀
良
夫
（
斗
合
田
）

堀
口
精
一
（
須
賀
）

荒
井
泰
雄
（
入
ケ
谷
）

宮
田
高
志
（
南
大
島
）

中
村
晋
治
（
加
須
市
）

新
井
重
行
（
江
口
）

新
井
孝
男
（
江
口
）

坂
上
健
一
（
中
谷
）

柴
﨑
一
夫
（
下
江
黒
）

二
十
里
つ
ぎ
子
（
下
江
黒
）

奥
澤
美
枝
子
（
江
口
）

立
川
博
一
（
梅
原
）

帆
足
進
次
（
南
大
島
）

租
田
修
一
（
新
里
）

野
口
　
登
（
梅
原
）

東
　
光
男
（
川
俣
）

吉
田
利
廣
（
梅
原
）

野
本
章
吉
（
大
輪
）

山
岸
邦
治
（
千
津
井
）

築
比
地
友
子
（
邑
楽
町
）

野
口
輝
夫
（
千
津
井
）

根
岸
　
進
（
南
大
島
）

坂
上
喜
平
治
（
中
谷
）

大
澤
君
江
（
大
佐
貫
）

志
水
茂
子
（
中
谷
）

石
川
温
也
（
矢
島
）

柿
沼
　
栄
（
下
江
黒
）

柿
沼
　
守
（
大
輪
）

恩
田
伊
佐
雄
（
中
谷
）

橋
本
文
次
（
斗
合
田
）

金
子
元
一
（
館
林
市
）

細
田
ト
ミ
子
（
須
賀
）

杉
田
慶
次
郎
（
須
賀
）

鯉
沼
哲
雄
（
大
佐
貫
）

本
澤
恒
夫
（
南
大
島
）

村
田
　
真
（
大
輪
）

小
菅
健
次
（
南
大
島
）

柿
沼
は
る
子
（
江
口
）

酒
井
暢
治
郎
（
千
津
井
）

髙
澤
良
夫
（
梅
原
）

奈
良
眞
司
（
田
島
）

藤
野
千
利
（
川
俣
）

奈
良
原
崇
二
（
千
津
井
）

矢
島
武
人
（
田
島
）

竹
越
進
二
（
川
俣
）

門
間
美
博
（
大
輪
）

木
村
有
司
（
江
口
）

清
水
シ
ズ
（
梅
原
）

今
成
登
美
雄
（
江
口
）

木
村
ト
ヨ
（
上
江
黒
）

尾
花
正
久
（
大
輪
）

堀
口
宗
男
（
新
里
）

松
本
　
巧
（
大
輪
）

森
尻
仁
一
（
南
大
島
）

岡
安
康
子
（
中
谷
）

風
間
信
幸
（
新
里
）

山
岸
雅
行
（
新
里
）

金
子
　
清
（
入
ケ
谷
）

尾
崎
幸
夫
（
須
賀
）

奈
良
　
勉
（
田
島
）

両
毛
ヤ
ク
ル
ト
販
売
珂

村
田
清
吉
（
大
輪
）

丸
山
幸
子
（
下
江
黒
）

横
塚
房
雄
（
千
津
井
）

柿
沼
み
さ
子
（
江
口
）

石
塚
弘
子
（
川
俣
）

新
井
美
幸
（
上
江
黒
）

橋
本
房
枝
（
梅
原
）

村
田
藤
江
（
大
輪
）

金
子
喜
多
子
（
矢
島
）

飯
塚
ト
シ
子
（
下
江
黒
）

原
島
け
い
子
（
上
江
黒
）

島
田
信
子
（
南
大
島
）

吉
永
公
子
（
梅
原
）

福
祉
高
額
寄
附
者
感
謝

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
感
謝

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
表
彰

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者

感
謝

福
祉
高
額
寄
附
者
感
謝

地
域
福
祉
功
労
者
表
彰

町
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
表
彰
・
感
謝

金婚者の皆さん

受賞者を代表して謝辞を述べる荒木さん



（８）

ＰｉｃｋＵｐ　ＭｅｉｗａＰｉｃｋＵｐ　Ｍｅｉｗａ

　
経
済
課
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
４

　
生
涯
学
習
課
　
　
　
撒
 　
・
４
４
９
１
  

８４

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
・
町
菊
花
展

花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

　
第
　
回
花
の

１０

ま
ち
づ
く
り
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰

式
が
　
月
１
日
、

１１

役
場
会
議
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
輝

い
た
中
谷
の
奈

良
さ
ん
を
含
め

　
人
と
４
団
体

２０が
入
賞
し
ま
し
た
。
な
お
、
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　（
敬
称
略
）

【
最
優
秀
賞
】　
　
　
　
　

□
個
人
の
部
　
奈
良
芙
佐
江
（
中
谷
）

【
優
秀
賞
】

□
個
人
の
部
　
▽
森
尻
仁
一
（
中
谷
）

▽
榎
本
晏
子
（
中
谷
）
▽
柿
沼
み
な

（
大
輪
）

【
優
良
賞
】

□
個
人
の
部
   ▽
始
澤
喜
代
子（
新
里
）

▽
中
野
節
子
（
中
谷
）
▽
吉
岡
　
剛

（
中
谷
）
▽
清
水
好
生
（
中
谷
）
▽

島
村
利
江
（
中
谷
）

□
団
体
の
部
　
▽
中
谷
区
▽
明
和
西

小
学
校

【
奨
励
賞
】

□
個
人
の
部
   ▽
照
内
知
世（
下
江
黒
）

▽
田
端
み
き
子
（
田
島
）
▽
石
井
貞

子（
中
谷
）  ▽
恩
田
三
郎
（
中
谷
） 

▽
小
西
紀
子
（
梅
原
）　
　

□
団
体
の
部
　
▽
明
和
東
小
学
校
▽

矢
島
区
自
治
会
花
い
っ
ぱ
い
推
進
委

員
会

【
特
別
賞
】

□
個
人
の
部
   ▽
梁
瀬
節
子
（
新
里
）

▽
五
月
女
元
子
（
中
谷
）
▽
坂
上
　

正
（
中
谷
）
▽
坂
上
喜
平
治
（
中
谷
）

▽
森
谷
　
章
（
大
輪
）
▽
清
水
明
美

（
矢
島
）

明
和
町
菊
花
展

　
平
成
　
年
度
明
和
町
菊
花
展
表
彰

２１

式
が
　
月
１
日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ

１１

れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
恩
田
町
長
ら
関

係
者
が
出
席
し
入
賞
者
を
表
彰
し
ま

し
た
。
各
種
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

文
化
協
会
園
芸
部

【
特
選
】　
　
　
　
　

明
和
町
長
賞

　「
厚
物
三
本
立
」　
野
本
　
武

【
最
優
等
】

明
和
町
議
長
賞

　「
厚
物
三
本
立
」　
関
本
　
宗
市

邑
楽
館
林
農
協
組
合
長
賞
　

　「
厚
物
三
本
立
」　
関
本
　
宗
市

明
和
町
商
工
会
長
賞

　「
厚
物
三
本
立
」　
野
本
　
武

明
和
町
教
育
長
賞

　「
細
物
三
本
立
」　
長
柄
　
克
己

明
和
町
文
化
協
会
長
賞

　「
ダ
ル
マ
」　
関
本
　
宗
市

明
和
町
文
化
協
会
園
芸
部
長
賞

　「
盆
栽
」　
関
本
　
宗
市

【
厚
物
三
本
立
、
細
物
三
本
立
、
ダ
ル

マ
、
福
助
、
盆
栽
】

優
等
  関
本
宗
市
   １
等
　
関
本
宗
市
・

野
本
　
武
・
新
井
紀
夫
　
２
等
　
吉
田

佳
世
子
・
田
部
井
喜
雄
・
高
瀬
三
郎
・

太
田
敏
幸
・
小
田
木
正
弘
　
３
等
　
吉

田
佳
世
子
・
林
　
吉
太
郎
・
森
田
　
勇
・

野
本
　
武
・
田
部
井
喜
雄
・
長
柄
克
己

老
人
ク
ラ
ブ
　

【
大
輪
の
部
】

特
選
　
増
田
ヤ
イ
子
　
最
優
等
　
新

井
清
房
・
新
井
幹
一
　
優
等
 　
田
部
井

波
江
・
白
石
フ
ミ
子
　
１
等
　
奈
良
晴

雄
・
小
林
利
郎
・
鈴
木
由
美
子
・
奈
良

靜
子
　
２
等
　
奈
良
保
一
・
新
井
和

子
・
矢
澤
キ
ヨ
子
・
北
島
　
勇
・
牛
久

保
文
雄
　
３
等
　
奈
良
一
男
・
奈
良
克

久
・
奈
良
モ
ト
・
奈
良
嘉
夫
・
北
島
久

子
・
本
田
く
ら

【
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
】

特
選
　
恩
田
亀
藏
   最
優
等
　
増
田
ヤ

イ
子
・
増
田
和
吉
   優
等
　
奈
良
靜
子
・

北
島
　
勇
　
１
等
　
石
﨑
弘
二
・
奈
良

晴
雄
　
２
等
　
北
島
　
勇
・
福
田
一

次
・
奈
良
ミ
ヨ
子
・
小
田
木
正
弘
　
３

等
　
奈
良
一
男
・
新
井
清
房
・
都
築
富

子
・
瀧
口
惠
子

菊
づ
く
り
教
室

【
大
輪
の
部
】

特
選
　
奈
良
嘉
夫
・
中
川
テ
ル
子
　
最

優
等
　
新
井
和
子
・
小
林
利
郎
　
優
等

白
石
フ
ミ
子
・
野
本
　
武
　
１
等
　
田

部
井
喜
雄

【
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
】

特
選
　
増
田
和
吉
・
北
島
　
勇
・
矢
澤

キ
ヨ
子
　
最
優
等
　
奈
良
一
男
・
奈
良

保
一
　
優
等
　
奈
良
嘉
夫
・
野
本
　
武

１
等
　
橋
本
康
男



（９）広報めいわ　平成２１年１２月１０日

全国老人クラブ連合会会長表彰
野本髙男さん受賞

　野本髙男さん（大輪）が平成２１年度全国老

人クラブ連合会会長表彰（育成功労表彰）を

受賞されました。野本さんは、平成１１年４月

に大輪の老人クラブ会長、１３年６月からは邑

楽郡老人クラブ連合会会長に就任するととも

に、群馬県老人クラブ連合会の評議員、理事、

監事を歴任。長年にわたり会員の健康づくり

や生きがいづくりに貢献された功績が認めら

れたものです。野本さんは「みんなの協力が

あってこその受賞ですので、皆さんを代表し

て頂きました」と謙虚に感謝の言葉を述べて

いました。

表彰状を手にする野本さん

　町では、町民の皆様からの意見を拝

聴し、補助金等の整理合理化を図るた

めアドバイザーを募集します。

■委嘱期間　平成２２年１～３月（期間

中、３回程度アドバイザー会議を予

定しています）

■内容　補助金の整理合理化に係る助

言、指導

■対象　町内在住・在勤のかた

■定員　１０人程度

■申込期限　１２月２５日（金）

■申込方法　総務課へ電話で申し込む 

※詳しくは、総務課（内線２１２）へお問

い合わせください。　

行財政改革推進の
　アドバイザー
　　　を募集します

　
町
役
場
　
　
　
　
　
撒
　
・
３
１
１
１

８４

　
役
場
は
、　

月
　
日
　
～
平
成
　
年

１２

２９

（火）

２２

１
月
３
日
　
の
間
、
休
み
と
な
り
ま
す
。

（日）

手
続
き
や
届
出
等
は
、
早
め
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
窓
口
業
務
や
ご
み

収
集
・
し
尿
く
み
取
り
な
ど
の
各
業
務
、

主
な
施
設
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
役
場
窓
口
事
務
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２８

（月）

猿
年
始
　
１
月
４
日
　
か
ら

（月）

　
出
生
届
や
死
亡
届
、
婚
姻
届
な
ど
の

戸
籍
届
出
は
、
休
み
の
期
間
中
で
も
受

け
付
け
し
ま
す
。

住
民
福
祉
課
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

【
中
央
公
民
館
・
社
会
体
育
館
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２７

（日）

猿
年
始
　
１
月
５
日
　
か
ら

（火）

中
央
公
民
館
　
　
　
山
　
・
４
４
９
１

８４

社
会
体
育
館
　
　
　
山
　
・
４
６
２
６

８４

【
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
会
館
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２７

（日）

猿
年
始
　
１
月
５
日
　
か
ら

（火）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
・
４
９
２
６

８４

社
会
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
３
０
１

９１

【
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
・
図
書
館
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２７

（日）

猿
年
始
　
１
月
５
日
　
か
ら

（火）

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
・
図
書
館
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
・
５
５
５
５

８４

【
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２７

（日）

猿
年
始
　
１
月
５
日
　
か
ら

（火）

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
・
５
５
１
１

８４

【
可
燃
ご
み
の
収
集
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２８

（月）

猿
年
始
　
１
月
４
日
　
か
ら

（月）

環
境
課
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

※
年
末
の
　
日
・
　
日
に
は
、
大
量
の

２５

２８

ご
み
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の

収
集
日
に
ご
み
を
出
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
収
集
所
に
は
午
前
８
時
　
分
３０

ま
で
に
は
必
ず
お
出
し
く
だ
さ
い
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
も
っ
た
い
な
い
館
・
も
っ
た
い
な
い

東
館
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２８

（月）

猿
年
始
　
１
月
４
日
　
か
ら

（月）

環
境
課
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

【
し
尿
の
く
み
取
り
】

猿
年
末
　
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２８

（月）

猿
年
始
　
１
月
４
日
　
か
ら

（月）

㈲
大
朏
興
業
　
　
　
山
　
・
４
１
８
６

７３

役
場
等
年
末
年
始
の
休
み
の
お
知
ら
せ

届
け
出
な
ど
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

梨ワイン販売
【販売場所】（下記の臼渦で販売）
臼邑楽館林農業協同組合佐貫支所
　時間　午前８時３０分～午後５時
　月～金曜日（土・日・祝祭日は休み）
渦ＪＡ農産物直売所「ぽんぽこ」
　時間　午前９時３０分～午後６時
　火～日曜日（月曜日は定休日）

明和の梨ワイン「梨のほほ笑み」

販売価格　１，２００円

１２月１８日（金
）～



（１０）

ＰｉｃｋＵｐ　ＭｅｉｗａＰｉｃｋＵｐ　Ｍｅｉｗａ

　
県
、市
町
村
、企

業
が
協
力
し
て
子

育
て
家
庭
を
応
援

す
る「
ぐ
ー
ち
ょ

き
パ
ス
ポ
ー
ト
」

の
対
象
年
齢
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

■
対
象
者
　
こ
れ
ま
で
の
「
中
学
生

ま
で
の
子
ど
も
、
ま
た
は
妊
婦
の

い
る
家
庭
」
か
ら
、「
　
歳
に
達
し

１８

て
最
初
の
３
月
　
日
を
迎
え
る
ま

３１

で
の
子
ど
も
、
ま
た
は
妊
婦
の
い

る
家
庭
」
に
拡
大
し
ま
す
。

■
受
取
方
法
　
こ
ど
も
園
、小
・
中
・

高
等
学
校
に
在
園
・
在
学
の
か
た

に
は
園
・
各
学
校
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、右
記
以
外
の
対
象
者
の
か

た
は
住
民
福
祉
課（
妊
娠
中
の
か

た
に
は
母
子
健
康
手
帳
配
布
時
）

で
配
布
し
ま
す

■
有
効
期
限
　
平
成
　
年
３
月
　
日

２５

３１

（
そ
の
前
に
記
名
し
た
子
ど
も
が

　
歳
に
達
し
た
場
合
は
、
そ
の
後

１８最
初
の
３
月
　
日
）

３１

※
詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ぐ
ー
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
」

が
新
し
く
な
り
ま
す

　
住
民
福
祉
課
           　
　
内
線
１
４
４

　
学
校
教
育
課
　
　
　
撒
　
・
３
１
１
５

８４

緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
に
よ
る

町
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

【
小
学
校
】

□
職
種
　
学
校
生
活
支
援
員

□
募
集
人
員
　
２
人

□
雇
用
期
間
   平
成
成
　
年
１
月
～
３

２２

か
月
間
（
週
５
日
・
授
業
日
、
６
か

月
延
長
可
）

□
時
給
　
９
３
０
円

□
資
格
等
   教
育
関
係
の
経
験
者
ま
た

は
教
員
免
許
の
資
格
を
有
し
、
現
在

失
業
中
の
か
た

□
職
務
内
容
   小
学
校
に
お
け
る
個
別

に
対
応
が
必
要
な
児
童
へ
の
生
活
・

学
習
支
援

□
勤
務
時
間
   午
前
８
時
　
分
～
午
後

２５

５
時
　
分
（
１
日
８
時
間
勤
務
）

１０

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１２

２５

（金）

□
申
込
方
法
   市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
学
校
教
育
課
へ
提

出
す
る
　

□
選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

【
中
学
校
】

□
職
種
　
学
校
生
活
支
援
員

□
募
集
人
員
　
１
人

□
雇
用
期
間
  平
成
　
年
１
月
～
３
か

２２

月
間
（
週
５
日
・
授
業
日
、
６
か
月

延
長
可
）

□
時
給
　
９
３
０
円

□
資
格
等
   教
育
関
係
の
経
験
者
ま
た

　
は
教
員
免
許
の
資
格
を
有
し
、
現
在

失
業
中
の
か
た

□
職
務
内
容
  中
学
校
に
お
け
る
個
別

に
対
応
が
必
要
な
生
徒
へ
の
生
活
・

学
習
支
援

□
勤
務
時
間
   午
前
８
時
　
分
～
午
後

２０

５
時
５
分
（
１
日
８
時
間
勤
務
）

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１２

２５

（金）

□
申
込
方
法
   市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
学
校
教
育
課
へ
提

出
す
る
　

□
選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
生
涯
学
習
課
　
　
　
撒
　
・
４
４
９
１

８４

平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
か
た

故
郷
で
成
人
式
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
町
で
は
、
平
成
　
年
度
成
人
式
を
次

２１

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
本
町
在
住
で
な
く
て
も
、
本
町
出
身

の
か
た
で
申
し
出
て
い
た
だ
け
れ
ば

参
加
で
き
ま
す
。

　
故
郷
で
成
人
式
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２２

１０

（日）

　
午
前
９
時
　
分
受
付
開
始

３０

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
　

□
対
象
者
   平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
の
生
ま

れ
で
、
本
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る

か
た
、
並
び
に
本
町
出
身
で
本
人
よ

り
申
し
出
が
あ
っ
た
か
た

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



（１１）広報めいわ　平成２１年１２月１０日

　館林商工高校生徒５人が課題授業で作
成したキャラクターです。

　左が「なっすぃー」右が「ぷっとぅー」

です。これから、色々な場面で登場します。

よろしくお願いします。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

接
種
回
数
と
時
期
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

　
健
康
づ
く
り
課
           　
内
線
１
２
２

   所
得
税
法
お
よ
び
地
方
税
法
で
は
、

納
税
者
本
人
や
扶
養
す
る
親
族
が

障
が
い
者
に
認
定
さ
れ
て
い
る
場

合
に
は
、
一
定
の
金
額
が
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
る
制
度
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

■
認
定
書
を
受
け
る
に
は
申
請
が

必
要
で
す

　
町
で
は
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
　
歳
以
上
の
高

６５

齢
者
で
、
認
知
症
や
身
体
上
の
障
が

い
が
一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
か

た
に
対
し
て
、
確
定
申
告
で
障
害
者

控
除
を
受
け
る
た
め
の
「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

　
申
告
の
際
に
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
が
必
要
な
か
た
は
、
健

康
づ
く
り
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を

受
け
て
い
る
か
た
は
、
そ
の
手
帳
に

よ
り
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
（
内

線
１
２
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

要
介
護
認
定
者
の

「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」を
交
付
し
ま
す

纂
接
種
回
数
や
時
期
偖
表
１
偬
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
外

纂
生
活
保
護
・
住
民
税
非
課
税
世
帯

（
世
帯
全
員
が
非
課
税
）
の
か
た
は
、

申
請
に
よ
り
無
料
で
予
防
接
種
が

受
け
ら
れ
ま
す
。（
接
種
の
予
約
を

と
っ
て
か
ら
、
認
印
と
本
人
確
認
に

必
要
な
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
臼

を
お
持
ち
に
な
り
、
健
康
づ
く
り
課

ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
）

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
は
、
か
か
る
と
重
症
化
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
ハ
イ
リ
ス
ク
の
か
た
か

ら
接
種
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
希
望
者
は
接
種
時
期
が
近

づ
き
ま
し
た
ら
、
か
か
り
つ
け
医
で
予

約
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。
か
か
り
つ

け
医
が
い
な
い
か
た
は
、
接
種
医
療
機

関
（
　
月
号
広
報
添
付
資
料
）
で
予
約

１１

を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

臼
本
人
確
認
の
た
め
に
必
要
な
証
明

書
類

煙
１
枚
の
提
示
で
足
り
る
も
の
　
運

転
免
許
証
、
写
真
付
き
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
身
体
障

害
者
手
帳

煙
２
枚
以
上
の
提
示
が
必
要
な
も
の

　
各
種
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
、
国

民
年
金
手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険
者

証
、
共
済
年
金
ま
た
は
、
恩
給
の
証

書
、
母
子
手
帳

※
予
防
接
種
の
予
約
は
、　

月
号
広
報

１１

添
付
資
料
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
実
施
医
療
機
関
一
覧

表
を
確
認
の
上
お
願
い
し
ま
す
。

纂
休
日
や
夜
間
に
発
症
し
た
ら
・
・

　
症
状
が
軽
く
自
宅
で
様
子
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
は
、
緊
急
に
医
療
機
関
を

受
診
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
判
断

に
迷
っ
た
場
合
は
、
②
群
馬
こ
ど
も
急
病

相
談
等
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
館
林
市
夜
間
急
病
診
療
所

　
当
番
医
に
よ
る
初
期
診
療
と
応
急
処
置

を
行
い
ま
す
。

□
診
療
日
時
　
月
～
土
曜
日
　
午
後
７
時

～
午
後
　
時（
年
末
年
始
な
ど
は
診
療
日

１０

や
時
間
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

□
問
い
合
わ
せ
先
　
　
山
　
・
２
３
１
３

７３

②
群
馬
こ
ど
も
急
病
相
談

　
子
ど
も
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
時
に
、

す
ぐ
に
受
診
し
た
方
が
よ
い
か
、
保
健
師

や
看
護
師
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
相
談
日
時
　
月
～
土
曜
日
　
午
後
７
時

　
～
午
前
０
時
、
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年

　
始
　
午
前
９
時
～
午
前
０
時
　

□
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
　
山
＃
８
０
０
０

解
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、
Ｉ
Ｐ
電
話
等
で
は
つ
な

が
り
ま
せ
ん
の
で
、
携
帯
電
話
か
ら
か
け
て

く
だ
さ
い
。

③
緊
急
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
②
群
馬
こ
ど
も
急
病
相
談
に
て
相
談
の

結
果
、
病
院
で
の
診
察
・
治
療
を
判
断
さ

れ
た
場
合
は
、
館
林
緊
急
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
（
館
林
地
区
消
防
本
部
内
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。　

□
問
い
合
わ
せ
先
　
　
山
　
・
５
６
９
９

７３

時　期回　数対　象　者

実施中１回医療従事者１

実施中１回 妊娠中のかた
２

実施中１回 基礎疾患をお持ちのかた（入院中のかたが優先）

１２月上旬～２回１歳～就学前・小学校１～３年生３

平成２２年１月上旬～１回

１歳未満の保護者

４ 優先接種対象者のうち身体上の理由によ

り予防接種が受けられないかたの保護者

平成２２年１月上旬～２回小学校４～６年生

５ 平成２２年１月中旬～当面２回中学生・高校生

決まり次第お知らせします１回健康な高齢者（６５歳以上）

優
先
接
種
対
象
者
等

窮表１笈優先的に接種が受けられるかた勝臨床試験の結果から接種回数が変わりました

※接種時期や回数は変更になる場合もあります。群馬県新型インフルエンザ接種スケジュールより（１１月３０日現在）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１２）

英霊に手を合わせる参列者

平和の尊さを訴える
戦没者追悼式 

　１１月６日、町戦没者追悼式が中央公民館で行われ、

遺族・来賓あわせて約３３０人が先の大戦における戦

没者に対し追悼の誠を捧げました。

　式では次代を担う若者を代表して明和中学校２

年の西尾佳穂さんと１年の木村陸馬君が、祖父母か

ら聞いた戦争体験などから悲惨な戦争を繰り返さ

ないよう平和の尊さを訴えていくことを誓いまし

た。その後、参列者ひとり一人が祭壇に献花し静か

に手を合わせていました。

選評する野村先生

　１１月１５日、明和フォトコンテスト表彰式がふる

さと産業文化館で行われました。審査は、本町出身

の写真家野村誠一先生が行い、ふるさと明和の部１０

点、ネイチャーの部１１点が入賞。表彰式の後、野村

先生から入賞作品１点ずつ選評があり、受賞者は

「一流の写真家から選評をいただき嬉しいです」と

話していました。最優秀賞は次のとおりです。

産ふるさと明和の部　「発進！」　竹内弘明さん

産ネイチャーの部「暗雲」　須加　昇さん

写真で明和を再発見
明和フォトコンテスト表彰式

廃タイヤ等で熱エネルギーの代替燃料
廃タイヤ・廃消火器を有料回収

　１１月２３日、町の環境保健委員会（石崎和男会長）

は、昨年に引き続き社会体育館西側駐車場で不要と

なった廃タイヤや古い消火器の有料回収を行いま

した。ご家庭で不要となった廃タイヤや古い消火

器の処分に困っていたかたがたに大変好評で、３５５

本の廃タイヤと１６５本の古い消火器が集まりまし

た。集められた廃タイヤは、業者に引き取られ破砕

処理し、製紙会社、セメント会社などで熱エネル

ギーの代替燃料として利用されます。

次々と持ち込まれる廃タイヤ

恩田町長より表彰される荒井さん

　１１月２５日、役場会議室で「第３回明和町永年勤

続優良従業員表彰式」を開催しました。これは、町

内の中小企業に勤続されている優良従業員を表彰し、

勤労意欲の高揚と中小企業の振興を図ろうとする制

度で、町・町商工会・町労使教育委員会共催で行っ

ています。恩田町長が表彰状と記念品を手渡し、勤

労を讃えました。

　表彰されたかたは次のとおりです。（敬称略）

葛勤続２０年　荒井壮次、須永三津雄   葛勤続１０年　藤野守保、根津宏明

長年にわたり企業に貢献
永年勤続優良従業員表彰
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（１３）広報めいわ　平成２１年１２月１０日

シクラメンを買い求める来場者

　１１月１２日から３日間、東京都銀座にあるアンテ

ナショップ「ぐんまちゃん 家 」で「明和町特産物展」
ち

が開催されました。これは、消費者の生の声を聞く

とともに特産物のＰＲのために行われたものです。

　会場には、シクラメンや梨、ベゴニア、野菜など、

町の特産物が並びました。梨や梨ジャムを試食し

たかたからは「美味しい！」と大変好評で、シクラ

メンやベゴニアの前では、足を止めて綺麗な花に

うっとりしている姿が見られました。

めいわの魅力を銀座でアピール
明和町特産物展

無理なく出来る水中運動
秋季成人アクア健康まつり

　１１月１５日、海洋センターで秋季成人アクア健康

まつりが行われ、町民ら４２人が参加し、アクアエア

ロビックを楽しみました。健康まつりは、水に親し

みながら身体機能の向上を図り、活力と潤いのある

生活を支援しようと開催されています。講師は水中

運動指導士の秋山真由美さん。秋山さんは、無理な

く継続できる水中運動全般について分かりやすく説

明。その後、参加者は水中で音楽に合わせて気持ち

よさそうに体を動かしていました。

秋山さんの動きに合わせて水中で体を動かす参加者

　

落ち葉など８７袋を回収
ボランティア清掃活動

清掃ボランティア活動に参加された皆さん

　１１月２１日、ふるさとの広場周辺でボランティア

清掃活動が行われ、２６人のかたがたが参加しました。

　この活動は、気軽にボランティア活動に参加して

もらいボランティアの素晴らしさを知ってもらおう

と実施されたもので今回で２回目となります。

　約１時間に落ち葉など８７袋を回収し、参加者は

「きれいになりましたね」「いい汗をかきました」と

すがすがしい表情で話していました。参加された皆

さん、大変お疲れ様でした。

恩田町長から手紙を受け取る臼井支店長（左）

　１２月４日、「ミレニアム記念　２１世紀への手紙（Ｄ

ｒｅａｍ Ｌｅｔｔｅｒ）」の発送を行いました。

　この手紙は、西暦２０００年を記念して１０年後の自

分に宛てた手紙を募集したところ、１４４５人のかたか

ら応募があり、役場で１０年間大切に保管していた

ものです。町長が役場玄関前で手紙を詰めた箱を

日本郵便 郵便事業珂館林支店長へ手渡し、配達を

依頼しました。応募されたかたには、２０１０年元旦に

１０年の時を越えて届きます。

１０年の時を越えあなたのもとへ
２１世紀への手紙（Ｄｒｅａｍ Ｌｅｔｔｅｒ）



（１４）●教育委員会・中央公民館 山84・4491●海洋センター 山84・5511●社会体育館 山84・4626

　
教
育
委
員
会
情
報

B
o
a
rd
o
f
E
d
u
ca
tio
n
In
fo
rm
a
tio
n

　
中
央
公
民
館
・
社
会
体
育
館
で

は
、
各
種
教
室
・
イ
ベ
ン
ト
等
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
 中
 央
 公
 民
 館
 】

　
今
回
は
、
書
き
初
め
大
会
は
実

施
せ
ず
、
作
品
を
次
の
と
お
り
公

募
し
ま
す
。

□
募
集
作
品

小
学
校
１
・
２
年
生

　
硬
筆
８
マ
ス
ノ
ー
ト
で
　
文
字

１０

　
以
内（
え
ん
ぴ
つ
可
）１
点

小
学
校
３
年
生
以
上
一
般

　
半
紙
の
部
・
条
幅
の
部
（
そ
れ

　
ぞ
れ
１
点
ず
つ
）

解
条
幅
の
部
は
、
縦
１
ｍ
　
㎝
、

３６

横
　
・
５
㎝
ま
た
は
群
馬
県
判

３４
□
申
込
期
間
　
平
成
　
年
１
月
５

２２

日
　
～
　
日
　

（火）

３１

（日）

□
申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
へ
作

品
を
持
参
し
、
直
接
申
し
込
む

※
用
紙
等
は
、
各
自
で
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。
応
募
さ
れ
た
作
品
は

公
民
館
ま
つ
り
の
と
き
に
展
示
し

ま
す
。

　
な
お
、
入
賞
し
た
か
た
は
公
民

館
ま
つ
り
で
表
彰
し
ま
す
。

【
 社
 会
 体
 育
 館
 】

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２２

１７

（日）

□
場
所
　
社
会
体
育
館

□
対
象
　
小
学
校
５
年
生
以
上
の

町
内
在
住
・
在
勤
者
で
、
各
行

政
区
単
位
で
編
成
し
た
チ
ー
ム

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
６

２２

日
　（水）

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
電

話
ま
た
は
直
接
、
申
し
込
む

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２２

２４

（日）

□
場
所
　
会
津
高
原
た
か
つ
え
ス

キ
ー
場

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者（
小

学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
）

□
定
員
　
　
人
８０

□
参
加
費
　
２
０
０
０
円

□
申
込
開
始
　
　
月
　
日
　
　
午

１２

２７

（日）

前
　
時
１０

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

※
申
込
開
始
日
に
は
、
午
前
９
時

よ
り
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

【
 産
 文
 ・
 
図
 書
 館
  】

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
２

１２

２０

（日）

時
開
演

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

□
入
場
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
入

場
整
理
券
が
必
要
）

※
詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館
へ
。

　
音
楽
に
お
話
し
の
世
界
を
の
せ
、

楽
し
い
時
間
を
お
届
け
し
ま
す
。

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２２

31

（日）

午
後
２
時

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

□
内
容
　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
大

型
絵
本
な
ど

□
入
場
料
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館
へ
。

【
 海
 洋
 セ
 ン
 タ
 ー
 】

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
５
日
　

２２

（火）

□
開
放
時
間

・
午
前
　
時
～
正
午

１０

・
午
後
１
時
～
午
後
４
時

・
午
後
５
時
～
午
後
９
時

□
対
象
　
全
利
用
者

迫力のサウンドを楽しむ
　１１月１４日、地域の皆さんに心に残る演奏を楽しんでもらおうと、
邑楽郡・館林市の教育委員会の後援で「法政大学Ｊａｚｚコンサー
ト」が開かれました。出演したのは「法政大学ニューオレンジス
ウィングオーケストラ」で、これまで数多くのプロを輩出してきた
実績のあるバンドです。
　会場となった、ふるさと産業文化館には約４７０人が詰めかけ、グ
レンミラーの「IN THE MOOD」から始まり、映画の主題歌など人
気のある曲が次々と演奏されると会場の興奮は最高潮に。観客た
ちは迫力の生演奏を楽しんでいました。演奏を披露するオーケストラの皆さん

ス
キ
ー
教
室
を
行
い
ま
す

第
７
回
新
春
キ
ン
ボ
ー
ル
交
流

大
会

新
年
の
初
泳
ぎ
は
無
料
開
放
い

た
し
ま
す

「
よ
み
む
め
む
じ
か
」
の
お
は
な

し
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す

ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
 i
n
 明
和

書
き
初
め
作
品
を
募
集
し
ま
す

冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬のののののののののの青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年健健健健健健健健健健全全全全全全全全全全育育育育育育育育育育成成成成成成成成成成運運運運運運運運運運冬の青少年健全育成運動動動動動動動動動動動

１２月１５日（火）～平成２２年１月３１日（日）

　毎月第１土曜日を「少年の日」、第１日曜日を

「家庭の日」として青少年の健全育成に取り組ん

でいます。併せて春・夏・冬季の学校の長期休暇

には、青少年健全育成運動を行っています。冬休

みを迎えた子どもたちが健全に過ごせるように、

家庭や地域で見守りましょう。

巾 斤錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦

巾斤 錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦
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ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
結
果

（
敬
称
略
）

○
ペ
タ
ン
ク

第
２
組
優
勝
　
梅
原
ペ
タ
ン
ク

チ
ー
ム
（
長
柄
・
吉
永
・
和
田
・

本
澤
・
田
部
井
）

優
　
勝
　
神
風
Ｚ

準
優
勝
　
ス
ー
パ
ー
イ
ー
グ
ル
ス

第
３
位
　
Ｆ
Ｃ
　
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ

○
中
学
生
男
子
の
部

優
　
勝
　
新
井
翔
吾

準
優
勝
　
奈
良
真
伸

第
３
位
　
松
岡
優
也

○
中
学
生
女
子
の
部

優
　
勝
　
野
木
村
智
美

準
優
勝
　
野
本
み
さ
と

第
３
位
　
岡
安
沙
樹

○
一
般
男
子
の
部

優
　
勝
　
篠
木
　
陵

準
優
勝
　
塚
原
裕
之

第
３
位
　
上
岡
幸
太

○
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部

優
　
勝
　
武
井
英
夫

準
優
勝
　
福
地
　
聖

第
３
位
　
篠
木
眞
司

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

優
　
勝
　
篠
木
・
上
岡
組

準
優
勝
　
塚
原
・
小
池
組

第
３
位
　
飯
島
・
町
田
組

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

優
　
勝
　
野
本
・
出
井
組

準
優
勝
　
岡
安
・
関
口
組

第
３
位
　
岡
田
・
落
合
組

○
中
学
生
男
子
の
部

優
　
勝
　
吉
永
・
新
井
組

準
優
勝
　
柿
沼
・
大
出
組

第
３
位
　
橋
本
・
甲
原
組

○
一
般
男
子
の
部

優
　
勝
　
久
永
・
武
田
組

準
優
勝
　
柿
沼
・
石
川
組

第
３
位
　
森
尻
・
高
橋
組

優
　
勝
　
千
津
井
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
サ
ム
ラ
イ
伊
勢
崎

第
３
位
　
オ
ー
ル
西

第
３
位
　
パ
イ
レ
ー
ツ

 Information  Information 

「この世は滅びる」ムーミンはその真実を確かめるべ

く「おさびし山」のてっぺんにある天文台に向かう… 

□日時　１２月２３日（水）　午後１時３０分

□場所　ふるさと産業文化館

□入場料　無料（どなたでもご覧になれます）

※詳しくは、ふるさと産業文化館へお問い合
わせください。

今月の映画

図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館映映映映映映映映映映画画画画画画画画画画ササササササササササロロロロロロロロロロ図書館映画サロンンンンンンンンンンン

明和町図書館から

●開館時間　午前９時３０分～午後６時１５分

●休館日　毎週月曜日・年末年始

Book図書館情報

◇幼児～小学校低学年

こねこ9ひき ぐーぐーぐー

◇小学生

魔女の宅急便 その6
それぞれの旅立ち

お母さんになったキキ、
お父さんになったとんぼ
さん。ニニとトト。それ
ぞれに旅立ちを迎えます。

角野 栄子 作

◇中学生～一般

友情リアル

クラブ活動を通じてで
きた唯一無二の親友、遠
くへ転校していった幼
なじみとの久しぶりの
再会…。

１２

◇一般

体にやさしい遅めの
夜ごはん

低カロリーで、野菜いっ
ぱいの体にいいものを食
べたい…。そんな願いを
かなえるレシピを集めま
した。

月のおすすめ図書

ムーミン谷の 彗星 
す い せ い

眠っている９ひきのかわ
いいこねこたち。１ぴき
ずつ起き出して、どこか
へ向ったよ。みんなどこ
へ行ったのかな？

検見崎 聡美 著

第
　
回
明
和
町
近
県
親
善
ソ
フ

１２
ト
ボ
ー
ル
大
会

マイケル・グレイニエツ さく・え

はやみね かおる・立石 彰・
福田 隆浩・坂元 純 著

武田さんと久永さん千津井クラブの皆さん

吉永さんと新井さん

篠木さんと上岡さん

左から、新井さん、武井さん、野木村さん、野本さん、出井さん

第
　
回
町
民
卓
球
大
会

１２

第
　
回
町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

１１

第
　
回
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

１４
ぐ
ん
ま
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０

０
９



（１６）

みんなの広広広広広広広広広広広場場場場場場場場場場場

子
ど
も
料
理
教
室

みんなの広広広広広広広広広広広場場場場場場場場場場場

「
タ
コ
ラ
イ
ス
」

　子ども料理教室
　　簡単クッキング

Ｃｏｏｋｉｎｇ
ｒｅｃｉｐｅ

《タコライス》

毅ごはん勝４皿分毅豚赤身ひき肉勝３００扱毅

トマト勝１個毅レタス勝獲個毅にんじん勝殻

本毅玉ねぎ勝１個毅にんにく勝２かけ毅チリ

ソース勝大さじ１毅トマトケチャップ勝大さ

じ４毅水勝大さじ４毅コンソメの素勝小さじ

２毅ウスターソース勝大さじ２毅塩勝小さじ

獲毅コショウ勝少々毅粉チーズ勝適量毅サラ

ダ油勝小さじ２

材　料（４人分）

作り方

《タコライス》
臼玉ねぎ、にんじん、にんにくはみじん

切りにする。

渦トマトは１採角に切る。

嘘レタスは細切りにする。

唄フライパンにサラダ油を入れて熱し、

にんにくを炒める。香りが出たら玉ね

ぎ、にんじんを入れよく炒め、しんな

りしたらひき肉を加えて炒める。

欝④にトマトケチャップ、水、ウスター

ソース、チリソース、コンソメを入れ、

汁けがなくなるまで煮る。最後に塩、

コショウで調味する。

⑥器にごはんを盛り、レタスをのせ、ト

マトを散らす。その上に欝をかけ、上

に粉チーズをふる。

兜 一口メモ 兜
　タコライスは食欲のないと

きでも、スパイシーな味でお

いしくいただけます。また、

肉と野菜が一緒に食べられ

栄養のバランスもバッチ

リです。

関さん、松本さん、三田さん（左から）

　
子
ど
も
料
理
教
室
（
講
師
関
口
ま
ゆ
み
さ
ん
）
の
料
理
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
は
小
学

生
を
対
象
に
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
た
も
の
で
、
作
り
方
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
月
は
、
タ
コ
ラ
イ

ス
で
す
。



（１７）広報めいわ　平成２１年１２月１０日

３歳児健診で虫歯

のない子を掲載し

ています。 須藤　 真代 ちゃん
ましろ

（千津井）

渡邉　 光翔 くん
ひろと

（上江黒）

野口　 颯太 くん
そうた

　睡眠中は、唾液の分泌量が減
り、食べ物が口の中に残りやす
くなります。歯みがきをした
あとに、しっかりと仕上げ磨き
をして、みがき残しのないよう
にしましょう。

寝る前のはみがきは
　 特にていねいにしましょう

國井　 菜緒 ちゃん
な お

（新里）

小磯　 夏妃 ちゃん
なつき

（南大島）

西田　 舞彩 ちゃん
まあや

（新里）

（千津井）

納
税
に
つ
い
て

毎
年
納
税
の
季
節
に
な

る
と
感
じ
る
事
な
の
で

す
が
、
軽
自
動
車
税
を
町
内
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
税
す

る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
欲
し
い
で

す
。

　
指
定
金
融
機
関
で
の
納
税
の
事

で
す
が
、（
町
外
、
県
外
に
勤
め
て

い
る
人
間
に
と
っ
て
）
非
常
に
不

便
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　（
新
里
・
男
性
）

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
納
税
に
つ
い
て

ご
協
力
を
い
た
だ
き
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ご
質
問
の
コ
ン
ビ
ニ
納
税
に

つ
い
て
は
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
よ
っ
て
利
便
性
向
上
に
つ

な
が
る
手
段
と
思
い
、
以
前
に
町

に
お
い
て
も
検
討
を
行
い
ま
し

た
が
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
変
更
、

取
扱
い
手
数
料
な
ど
経
費
面
で

問
題
が
多
く
断
念
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
納
税
者
の
皆
様
に
ご
負

担
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
に
、
口

座
振
替
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
納

付
金
を
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座

か
ら
納
期
限
の
日
に
自
動
振
替
で

納
付
で
き
ま
す
の
で
、
金
融
機
関

等
へ
出
向
く
必
要
も
な
く
、
納
め

忘
れ
が
な
い
の
で
安
心
で
す
。
一

度
手
続
き
す
る
と
毎
年
継
続
さ
れ

ま
す
の
で
た
い
へ
ん
便
利
な
制
度

で
す
。
是
非
ご
利
用
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
税
務
課
）

　
　
　

　
町
政
に
対
す
る
ご
意
見
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、役
場
や

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
、中

央
公
民
館
、海
洋
セ
ン
タ
ー

に
用
紙
が
置
い
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、「
み
ん
な
の
声
」は
、

役
場
庁
舎
内
の
掲
示
板
に
も

掲
示
し
て
い
ま
す
。

～町民の皆様の声をお寄せください～みんなの声 このコーナーは、皆さんからお寄せいただいた「みんなの声」
とその回答の一部を掲載します。なお、スペースの都合で内容
は、簡略化させていただくことがあります。
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INFORMATION

掲示板

（１８）

〈
広
告
〉

明和町梅原５８８　山０２７６－７０－３０３０

内内内内内内内内内内科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・小小小小小小小小小小児児児児児児児児児児科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮膚膚膚膚膚膚膚膚膚膚内科・小児科・皮膚科科科科科科科科科科科
ミミミミミミツツツツツツワワワワワワ診診診診診診療療療療療療ミツワ診療所所所所所所所

往診・訪問看護可

土日は午前中、平日は

午後７時まで診療して

います。祝日は休診。

日土金木水火月診療時間

○○○○○／○午前９：００～１２：００

／／○○○／○午後４：００～７：００

http://www.myclinic.ne.jp/mw3030/

串

釧

櫛

屑

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集 有料広告募集中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
  『広報めいわ』でお店や会社をＰＲしませんか？

 発行部数４，３００部、毎月１０日発行

 大きさ　縦４５㎜×横８８㎜（この枠の大きさです）

 料金　１月５，０００円　６か月２５，０００円　１２か月５０，０００円

お問い合わせは、企画課（山８４・３１１１）へ
　　　広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報広報　めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわめいわ　

　
町
の
上
下
水
道
指
定
工
事
店
と

し
て
次
の
通
り
指
定
し
ま
し
た
。

○
給
水
装
置
お
よ
び
下
水
道
排
水

設
備
指
定
工
事
店

□
指
定
日
　
　
月
　
日

１０

２０

□
所
在
地
　
板
倉
町
大
字
飯
野
４

６
４

□
業
者
名
　
㈲
佐
山
設
備

□
電
話
番
号
　
　
・
２
１
５
２

８２

○
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店

□
指
定
日
　
　
月
　
日

１０

２０

□
所
在
地
　
館
林
市
上
三
林
町
１

８
５
０

□
業
者
名
　
荒
川
設
備

□
電
話
番
号
　
　
・
４
４
５
９

７３

※
詳
し
く
は
、
建
設
水
道
課
へ
。

　
平
成
　
年
１
月
～
　
月
に
納
め

２１

１２

た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
そ
の
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
中
の
所
得
の
申
告
に

２１

つ
い
て
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る

際
に
は
、
一
年
間
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類

を
添
付
す
る
等
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
が
社
会
保
険

庁
か
ら
送
ら
れ
ま
す
。
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
手
続
き
の
際
に
は
、

こ
の
控
除
証
明
書
ま
た
は
国
民
年

金
保
険
料
の
領
収
証
書
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
申
告
を
す
る
ま

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
太
田
社
会
保
険
事

務
所
へ
。

　
平
成
　
年
中
に
家
屋
（
建
物
）

２１

の
 滅
失
（
取
り
壊
し
）
を
し
た
か

た
は
、
平
成
　
年
２
月
１
日
　
ま

２２

（月）

で
に
税
務
課
へ
申
告
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
度
中
に
家
屋
を
新

築
し
、
ま
だ
家
屋
調
査
が
お
済
み

で
な
い
か
た
は
、
早
め
に
税
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
平
成
　
年
６
月
４
日
か
ら
平
成

２１

　
年
３
月
　
日
の
間
に
、
認
定
長

２２

３１

期
優
良
住
宅
を
新
築
さ
れ
た
か
た

は
、
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
を

適
用
す
る
た
め
に
は
申
告
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
か
た

は
税
務
課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

□
対
象
と
な
る
家
屋
（
住
宅
）

・
平
成
　
年
６
月
４
日
～
平
成
　

２１

２２

年
３
月
　
日
に
、
長
期
優
良
住

３１

宅
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
行
政
庁
の
認
定
を

受
け
て
新
築
さ
れ
た
住
宅

 ・
居
住
部
分
の
割
合
が
全
体
の
２

分
の
１
以
上
（
併
用
住
宅
の
場

合
）

 ・
住
宅
面
積
が
　
㎡
以
上
２
８
０

５０

㎡
以
下

□
減
額
内
容
　
一
般
住
宅
の
場
合
、

新
築
後
５
年
間
、
住
宅
部
分
の

１
２
０
㎡
分
を
限
度
と
し
て
、

家
屋
の
固
定
資
産
税
の
２
分
の

１
が
減
額
さ
れ
ま
す
（
３
階
以

上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
は
新
築

後
７
年
間
）
た
だ
し
、
１
２
０

㎡
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は

減
額
さ
れ
ま
せ
ん

□
申
告
方
法
　
申
告
書
に
認
定
通

知
書
（
主
管
行
政
庁
か
ら
発
行
）

の
写
し
を
添
付
し
、
平
成
　
年
２２

２
月
１
日
　
ま
で
に
税
務
課
へ

（月）

申
告
す
る

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
内
線
１

１
４
）
へ
。

　
　
歳
以
下
で
発
症
し
た
認
知
症

６５
を
「
若
年
性
認
知
症
」
と
言
い
ま

す
。
症
状
と
し
て
は
、
時
間
や
場

所
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
判
断

力
・
理
解
力
・
思
考
力
な
ど
が
低

下
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
徘

徊
・
妄
想
・
幻
覚
・
不
安
や
抑
う

つ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
若
年
性
認
知
症
を
疑
っ
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
す
。

お
知
ら
せ

上
下
水
道
指
定
工
事
店

に
指
定
し
ま
し
た

　
建
設
水
道
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に

は
証
明
書
が
必
要
で
す

　
太
田
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
７
１
２

４９

滅
失
の
届
出
は
お
済
み

で
す
か
？

　
税
務
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

認
定
長
期
優
良
住
宅
の

減
税
申
告
を
忘
れ
ず
に

　
税
務
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

若
年
性
認
知
症
の
電
話

無
料
相
談
を
行
い
ま
す

　
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー

　
　
山
０
５
６
２
・
　
・
５
５
５
１

４４



（１９）広報めいわ　平成２１年１２月１０日

□
利
用
時
間
　
月
曜
日
～
土
曜
日

（
年
末
年
始
・
祝
日
除
く
）　
午

前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
電
話
番
号
　
０
８
０
０
・
１
０

０
・
２
７
０
７

※
詳
し
く
は
、
認
知
症
介
護
研

究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
奨
学
資
金
制
度
は
、
経
済
的
な

理
由
で
進
学
が
困
難
な
か
た
に
必

要
な
資
金
を
お
貸
し
し
、
才
能
の

あ
る
人
材
を
育
成
す
る
も
の
で
す
。

□
貸
与
資
格

・
町
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
世

帯
の
子
弟

・
品
行
方
正
で
進
学
の
意
欲
と
能

力
を
有
す
る
か
た

・
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
学
資

支
出
の
困
難
な
子
弟

※
た
だ
し
、
出
身
学
校
長
ま
た
は

在
学
学
校
長
が
適
当
と
認
め
、
推

薦
し
た
か
た
で
す
。

□
貸
与
額

・
高
等
学
校
に
在
学
す
る
か
た
　

月
額
１
万
円
以
内

・
高
等
専
門
学
校
に
在
学
す
る
か

た
　
月
額
２
万
円
以
内

・
大
学
に
在
学
す
る
か
た
　
月
額

４
万
円
以
内

□
返
済
方
法
　
卒
業
後
１
年
を
経

過
し
た
年
の
翌
年
か
ら
、
貸
与

年
数
の
２
倍
に
相
当
す
る
期
間

内
に
年
賦
に
よ
り
返
済

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

２２

２９

日
　（金）

□
申
込
方
法
　
指
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
学
校

教
育
課
へ
直
接
申
し
込
む
（
指

定
用
紙
は
、
学
校
教
育
課
に
あ

り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
へ
。

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
９
日
　

２２

（土）

午
前
　
時
　
分

１０

３０

□
場
所
　
館
林
市
役
所
東
広
場

□
内
容
　
館
林
鳶
職
組
合
梯
子
乗

り
演
技
披
露
ほ
か

※
館
林
市
役
所
南
道
路
が
午
前
　１１

時
　
分
～
午
後
０
時
　
分
ま
で
通

３０

３０

行
止
め
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

館
林
地
区
消
防
組
合
へ
。

　
交
通
事
故
・
詐
欺
な
ど
の
被
害

に
あ
っ
た
の
に
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
ず
、
ど

う
も
納
得
で
き
な
い
、
と
い
う
か

た
は
検
察
官
の
処
分
が
正
し
か
っ

た
か
ど
う
か
を
「
検
察
審
査
会
」

に
審
査
す
る
よ
う
申
し
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を

持
っ
て
い
る
か
た
の
中
か
ら
、
く

じ
で
選
ば
れ
た
　
人
の
審
査
員
が

１１

審
査
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
審

査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
太
田
検
察
審
査
会

事
務
局
へ
。

　
電
気
自
動
車
が
地
球
温
暖
化
に

対
し
て
果
た
す
役
割
や
電
気
自
動

車
の
魅
力
等
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２２

２０

（水）

午
後
１
時
　
分
～
午
後
４
時
　
分

３０

３０

□
場
所
　
富
士
重
工
㈱
　
群
馬
製

作
所
矢
島
工
場
（
太
田
市
）

□
定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

□
費
用
　
無
料

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

２２

１５

日
　（金）

□
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
（
死to

u
k
a
n
@
p
ref.g

u

n
m
a
.jp

　
※
名
前
と
市
町
村

名
を
記
入
）
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
東
部
環
境
事
務
所
へ
。

　
毎
年
、
上
州
路
を
舞
台
に
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
集
い
、
熱

い
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
も
繰
り
広
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
熱
戦
を
ぜ
ひ
ご
観
戦
く
だ
さ
い
。

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
１
日
　

２２

（金）

　
午
前
９
時
５
分
ス
タ
ー
ト

※
詳
し
く
は
、
館
林
行
政
県
税
事

務
所
へ
。

ク
イ
ズ
に
答
え
て
抽
選
で
軽
自
動

車
や
温
泉
宿
泊
券
等
が
当
た
る
！

問
題
　
第
　
回
大
会
の
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ

５４
Ｒ
Ｕ
チ
ー
ム
の
順
位
は
？

□
応
募
期
限
　
平
成
　
年
１
月
７

２２

日
　
　
必
着

（木）

□
応
募
方
法
　
は
が
き
に
問
題
の

答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
ご
記

入
し
、
次
の
宛
先
に
応
募
す
る

　
〒
３
７
１
・
８
５
７
０
　
前
橋
市
大
手

町
１
元
１
元
１
　
県
庁
総
務
部
総
務

課
「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
ク
イ
ズ
」
係

※
詳
し
く
は
、
県
庁
総
務
課（
山

０
２
７
・
２
２
６
・
２
０
３
２
）へ

【
町
の
無
料
法
律
相
談
】

■
日
時
　
１
月
　
日
　

１２

（火）

　
午
前
　
時
～
正
午

１０

■
場
所
　
役
場
委
員
会
室

■
対
象
　
明
和
町
民

■
受
付
期
間
  １
月
１
～
８
日

ま
で
に
総
務
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
予
約
制
）

【
人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
】

※
１
月
は
お
休
み
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
交
通
事
故
相
談
】

■
日
時
　
１
月
８
・
　
日
　

１５

（金）

　
 午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

■
場
所
　
太
田
市
役
所

【
健
康
相
談
】

■
日
時
　
１
月
５
日
　（火）

　
午
前
９
時
　
分
～
午
前
　

３０

１０

時
　
分
受
付

３０

■
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
    

■
対
象
　
乳
幼
児
・
成
人

【
乳
幼
児
健
診
】

■
日
時
　
１
月
　
日
　

１４

（木）

　
午
後
１
時
～
午
後
２
時
受
付

■
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　
　
年
1
月
生
、　
年

２０

２１

1
・
3
・
6
・
9
月
生

定
期
相
談
・
健
診

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝

２
０
１
０
　
ぐ
ん
ま

in

　
館
林
行
政
県
税
事
務
所

　
　
　
　
　
　
山
　
・
４
４
１
５

７２

奨
学
資
金
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
５

８４

新
春
恒
例
の
消
防
隊
出

初
め
式
を
行
い
ま
す

　
館
林
地
区
消
防
組
合

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
７
１

７２

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ

た
ら
ご
協
力
を

　
太
田
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
山
　
・
７
７
５
１

４５

地
球
温
暖
化
対
策
講
演

会
を
行
い
ま
す

　
東
部
環
境
事
務
所

　
　
　
　
　
　
山
　
・
２
５
１
７

３１



（２０）

INFORMATION
　
平
成
　
年
　
月
　
日
か
ら
平
成

２１

１２

２９

　
年
１
月
　
日
ま
で
、
年
末
年
始

２２

３１

に
水
道
が
故
障
し
た
と
き
は
、
次

の
町
指
定
業
者
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

【
町
指
定
業
者
一
覧
】

平
成
　
年
２１

□
　
月
　
日
　
　
島
田
設
備
工
業
㈲

１２

２９

（火）

　
　
　
　
    山
　
・
３
２
８
２

８４

□
　
月
　
日
　
　
冨
塚
水
道
工
業
所

１２

３０

（水）

　
　
　
　
    山
　
・
３
２
４
７

８４

□
　
月
　
日
　
　
松
本
水
道
設
備

１２

３１

（木）

                     山
　
・
２
８
３
９

８４

平
成
　
年
２２

□
１
月
１
日
　
　
石
崎
水
道
工
業
所
  

（金）

                      山
　
・
４
１
４
７

８４

□
１
月
２
日
　
　
㈱
大
川
工
業
　

（土）

　
　
　
　
　
山
　
・
０
７
２
１

７３

□
１
月
３
日
　
　
禍
金
子
水
道
設
備
  

（日）

                      山
　
・
２
１
４
８

８４

□
１
月
　
日
　
　
島
田
設
備
工
業
㈲

１０

（日）

　
　
　
　
　
山
　
・
３
２
８
２

８４

□
１
月
　
日
　
　
冨
塚
水
道
工
業
所

１１

（月）

　
　
　
　
　
山
　
・
３
２
４
７

８４

□
１
月
　
日
　
　
松
本
水
道
設
備

１７

（日）

　
　
　
　
　
山
　
・
２
８
３
９

８４

□
１
月
　
日
　
　
石
崎
水
道
工
業
所

２４

（日）

　
　
　
　
　
山
　
・
４
１
４
７

８４

□
１
月
　
日
　
　
㈱
大
川
工
業
　

３１

（日）

　
　
　
　
　
山
　
・
０
７
２
１

７３

　「
明
る
く
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
マ
イ
タ

ウ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？
登
録
者
に
は
、
希
望
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
情
報
を
ご
案
内

し
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る

か
た
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

□
登
録
方
法
　
企
画
課
へ
直
接
、

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む
（
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
（
内
線
２

２
２
）
へ
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
２

１２

１９

（土）

時
～
午
後
３
時

□
場
所
　
東
部
児
童
館

□
対
象
　
幼
児
・
小
学
生

□
内
容
　
手
作
り
人
形
劇
、
ペ
ー

プ
サ
ー
ト
の
上
演

□
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１２

１４

（月）

□
申
込
方
法
　
住
民
福
祉
課
へ
電

話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
（
内

線
１
４
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
３
Ｂ
体
操
と
は
、ボ
ー
ル
、ベ
ル
、

ベ
ル
タ
ー
を
使
用
し
、音
楽
に
合

わ
せ
て
行
う
健
康
体
操
で
す
。基

礎
体
力
を
維
持
し
、介
護
予
防
・
健

康
づ
く
り
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
５
日

２２

　
・
　

日
　
・
　

日
　
・
　

日

（火）

１２

（火）

１９

（火）

２６

　
　
全
４
回
　
午
後
１
時
　
分

（火）

３０

～
午
後
３
時

□
場
所
　
社
会
福
祉
会
館

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
か
た

５５

□
内
容
　
３
Ｂ
体
操
の
体
験

□
講
師
　
野
村
シ
ノ
ブ
さ
ん（
日
本

３
Ｂ
体
操
協
会
　
公
認
指
導
者
）

□
定
員
　
　
人
（
応
募
者
多
数
の

２０

場
合
は
初
回
の
か
た
を
優
先
）

□
申
込
期
限
　
　

□
申
込
方
法
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
む

※
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
。

　
両
毛
地
域
の
青
年
に
出
逢
い
・

ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２２

２３

（土）

午
後
７
時

□
場
所
　
ブ
ロ
イ
ハ
ウ
ス
　

ヨ
ラ
ッ

セ
（
太
田
市
）

□
対
象
　
　
～
　
歳
未
満
の
両
毛

２０

３５

地
域
内
に
在
住
・
在
勤
の
青
年

□
定
員
　
１
５
０
人
（
先
着
順
）

□
参
加
費
　
３
５
０
０
円

□
申
込
期
間
　
　
月
　
日
　
～
平

１２

１１

（金）

成
　
年
１
月
　
日
　

２２

１５

（金）

□
申
込
方
法
　
館
林
市
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
へ
直
接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
館
林
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
受
付
・
パ
ソ
コ
ン
入
力
作
業
お

よ
び
書
類
整
理
な
ど
を
行
う
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
人
数
　
　
人
程
度

６０

□
勤
務
場
所
　
館
林
税
務
署
、
ま

た
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田

□
勤
務
日
時
　
平
成
　
年
１
月
下

２２

旬
～
３
月
中
旬
、
ま
た
は
下
旬

ま
で
の
間
（
土
日
・
祝
日
を
除

く
）
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
詳
し
く
は
、
館
林
税
務
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
入
居
資
格
　
現
在
住
宅
に
困
窮

し
て
お
り
、
親
族
と
入
居
す
る

予
定
の
人
、
ま
た
は
単
身
の
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人

□
入
居
可
能
日
　
平
成
　
年
４
月

２２

１
日
　
　
（
入
居
者
は
公
開
抽

（木）

　
選
で
選
ば
れ
ま
す
）

□
申
込
期
間
　
平
成
　
年
１
月
４

２２

日
　
～
　
日
　

（月）

１８

（月）

□
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

を
郵
送
し
て
申
し
込
む

※
募
集
案
内
は
役
場
な
ど
に
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
、

ま
た
は
県
住
宅
供
給
公
社
（h

ttp
:

//w
w
w
.g
u
n
m
a
-jk
k
.o
r.jp
/

）
へ
。

こ
ど
も
の
国
か
ら
移
動
児

童
館
が
や
っ
て
き
ま
す

　
住
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

３
Ｂ
体
操
教
室
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
健
康
づ
く

り
課
内
）　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

《今月の川柳》

　詐欺被害

　　 あなたの心の

　　　　油断から

館林警察署管内

振り込め詐欺被害防止運動

館林市　川島 範浩さん

両
毛
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
が

開
か
れ
ま
す

　
館
林
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
山
　
・
４
３
０
４

７２

県
営
住
宅
入
居
の
ご
案
内

　
県
住
宅
供
給
公
社

　
山
０
２
７
・
２
１
０
．
６
６
３
４

館
林
税
務
署
の
臨
時
職
員

　
館
林
税
務
署

　
　
　
　
　
　
山
　
・
９
５
０
０

７２

募
　
集

水
道
故
障
は
町
指
定

工
事
店
へ

　
建
設
水
道
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

マ
イ
タ
ウ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
企
画
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４



（２１）広報めいわ　平成２１年１２月１０日

   昔
慣
れ
親
し
ん
だ
音
楽
に
触
れ

る
こ
と
が
心
や
身
体
に
良
い
影
響

を
与
え
る
と
い
う
こ
と
に
注
目
し

て「
音
楽
療
法
教
室
」を
行
い
ま
す
。

□
日
時

・
１
回
目
　
平
成
　
年
２
月
９
日
　

２２

（火）

　
午
後
１
時
　
分
～
午
後
３
時

３０

・
２
回
目
　
平
成
　
年
２
月
　
日
　

２２

１６

（火）

　
午
後
１
時
　
分
～
午
後
３
時

３０

・
３
回
目
　
平
成
　
年
２
月
　
日
　

２２

２４

（火）

　
午
前
　
時
～
午
前
　
時
　
分

１０

１１

３０

・
４
回
目
　
平
成
　
年
３
月
　
日
　

２２

１０

（火）

　
午
前
　
時
～
午
前
　
時
　
分

１０

１１

３０

□
場
所
　
社
会
福
祉
会
館

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
か
た

５５

□
内
容
  昔
親
し
ん
だ
歌
謡
曲
や

簡
単
な
打
楽
器
な
ど
を
使
っ
て

音
楽
に
親
し
む

□
講
師
　
猪
之
良
高
明
さ
ん
（
音

楽
療
法
士
）

□
定
員
　
　
人
（
応
募
者
多
数
の

２０

場
合
は
初
回
の
か
た
を
優
先
）

□
申
込
開
始
　
平
成
　
年
１
月
４

２２

日
　（月）

□
申
込
方
法
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
む

※
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
。

【
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
】

鯉
沼
　

 優
人
 （
寛
之
・
輝
子
/
川
俣
）

ゆ

う

と

峯
岸
　

 力
飛
 （達
也
・
　

綾
　

/
大
輪
）

り

き

と

松
本
　

 桃
佳
 （　
浩
　

・
裕
子
/
新
里
）

も

も

か

田
口
　

 愛
菜
 （　
明
　

・
恵
美
/
大
輪
）

あ

い

な

鑓
　
　

 優
希
 （栄
彦
・
佳
子
/
中
谷
）

ゆ

き

野
本
　

 愛
琉
 （雄
也
・
　

碧
　

/
千
津
井

）

あ

い

る

甲
斐
田
　

 悠
翔
 （利
浩
・
好
恵
/
中
谷
）

ゆ

う

と

帆
足
　

 直
輝
 （洋
一
・
泰
子
/
新
里
）

な

お

き

飯
塚
　

 奨
太
 （一
悟
・
ま
ゆ
み

/
大
佐
貫

）

し

ょ

う

た

大
久
保
　

 吏
仁
 （芳
泰
・
慶
子
/
江
口
）

り

ひ

と

【
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
】

鈴
木
　
文
子
　
　
　
南
大
島

　
和
夫

７５

大
津
　
綾
子
　
　
　
矢
島
　
信
裕

７７

泉
田
公
一
郎
　
　
　
矢
島
　
憲
一

８３

蠟
山
い
く
代
　
　
　
新
里
　
田
面
哲
人

８８

柿
沼
け
さ
子
　
　
　
梅
原
　
　

清

９１

張
谷
　
よ
　
　
　
　
川
俣
　
婧
子

９６

川
島
　
ゲ
ン
　
　
　
須
賀
　
広
樹

９７

金
子
　
つ
ね
　
　
　
入
ケ
谷

　
利
男

９８

※
戸
籍
の
窓
に
掲
載
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、
企
画
課（
内
線
　
）へ
。

２２３

文芸
明

和

短

歌

会

まちの
く
ち
な
し
の
甘
き
香
り
の
風
受
け
て
け
ん
め
い
に
打
つ
ゴ
ル
フ
の
球
を

い
ち
ぢ
く
が
熟
れ
て
も
食
べ
る
師
は
お
ら
ず
鳥
も
来
鳴
か
ぬ
秋
の
日
し
づ
か

篠
木
　
よ
し

思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
如
何
に
処
分
せ
む
幾
十
冊
も
並
べ
置
く
棚

何
に
つ
け
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●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

（平成２１年１１月１日現在）

　総人口　１１，５９５人　（－１９）
　　男　　　５，８１０人　（－１２）
　　女　　　５，７８５人　（－７）
　世帯数　　３，７９４世帯（－４）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

　　士急病……………２１件
　　士交通事故………　３件
　　士その他…………　８件
　　士合計……………３２件

◎メール配信＠めいわ
携帯電話やパソコンのメール機能

を利用した、防犯・防災・緊急・町

の情報の配信を行っています。登

録は町ホームページ、または、右

のＱＲコードから。

１１月の救急車出動回数

　道端で普通に見られる野草です。葉は 薊 のように刺々しくて、
あざみ

見るからに触れると痛そうな感じがします。
　花は黄色で、春から秋まで半年間咲いています。種子はタン
ポポのように綿毛で飛んでいきます。道端だけでなく畑にも容
赦なく生えますから、嫌われる野草です。

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください

オニノゲシ（キク科）

　記　立岡正夫

野草観察教室

※町の特徴ある事業や事柄をマンガで紹介します。

外科系内　科　系耳鼻科期　日

岡田整形外科
（７２）３１６３

いたくら内科
（７０）４０８０

真中医院
（７２）１６３０

後藤内科
（７２）０１３４

－１２月１３日（日）

川島脳外科
（７５）５５１１

かさはら内科
（５５）２５３７

菅沼医院
（７２）９０９０

横田胃腸科内科
（７２）４９７０

今村ｸﾘﾆｯｸ
（７０）２２２１

１２月２０日（日）

新橋病院
（７５）３０１１

群馬ｱﾚﾙｷ゙ｰ
（８８）５６７８

おぎわら
（６１）１１３３

安楽岡医院
（７２）０５７２

－１２月２３日（水）

小曽根整形
（７２）７７０７

加藤医院
（８９）１０３１

神尾内科
（７５）１２８８

ゆたか医院
（７３）７３０８

－１２月２７日（日）

澤田皮膚外科
（７０）７７０３

真下胃腸科
（６２）２０２５

金丸内科
（８８）３２００

さくらｸﾘﾆｯｸ
（７２）３８５５

橋田内科
（７２）０００１

－１２月２９日（火）

岡田整形外科
（７２）３１６３

富士ｸﾘﾆｯｸ
（２０）１９７１

小西医院
（８６）２２６１

うえの医院
（７２）３３３０

まりレディス
（７６）７７７５

－１２月３０日（水）

川島脳外科
（７５）５５１１

須田内科
（６３）１４１４

館林厚生病院
（小児科のみ）

（７２）３１４０

多々良診療所
（７２）３０６０

－１２月３１日（木）

新橋病院
（７５）３０１１

蜂谷病院
（６３）０８８８

館林厚生病院
（小児科のみ）

（７２）３１４０

後藤内科
（７２）０１３４

－１月 １日（金）

真中医院
（７２）１６３０

三浦医院
（６２）２９１７

館林厚生病院
（小児科のみ）

（７２）３１４０

土井レディス
（婦人科・内科）

（７２）８８４１
－１月 ２日（土）

小曽根整形外科
（７２）７７０７

たなか医院
（６２）２８８１

小林内科
（８８）８２７８

菅沼医院
（７２）９０９０

森下内科
（７３）７７７６

板倉耳鼻咽喉科
（８０）４３３３

１月 ３日（日）

最上胃腸科
（７４）３７６３

寺内医院
（８８）１５１１

竹越医院
（８４）３１３７

たけい小児科
（小児科のみ）

（７６）２５２５

館林記念病院
（７２）３１５５

－１月１０日（日）

慶友整形外科
（７２）６０００

福田ペイン
（８４）１２３３

田沼内科
（８８）７５２２

こやなぎ
（小児科のみ）

（８０）２２２０

吉田内科
（７０）７１１７

－１月１１日（月）

館林医院
（７４）２１１２

黛泌尿器科
（６３）７８００

藤原医院
（８８）７７９７

長谷川ｸﾘﾆｯｸ
（８０）３３１１

松井内科
（７５）９８８０

川田耳鼻咽喉科
（７２）３３１４

１月１７日（日）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(山７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています

緊　　　　急夜　　　　間
（午後７時～１０時）

歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

山７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・小児科）
　山７３・２３１３（要電話確認）

（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
山７３・８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時


